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秋の消費者行動研究コンファレンスの開催日程が決定しましたので、ご案内いたします。 

第１日目には、統一論題基調報告およびシンポジウム、JACS-SPSS論文プロポーザル賞、自由論題

研究報告、会員総会、懇親会を予定しています。第２日目には、自由論題研究報告を予定しています。 
 

－開催概要－ 

開催日：   2008 年 11 月 22 日（土）～23 日（日） 
会場：    東海大学短期大学部 静岡校舎 5 号館 （静岡市） 
     （http://www.sjc.u-tokai.ac.jp/） 
研究会参加費： 4,000 円 ［学生：2,000 円］ ※非会員の学生は、会場受付にて学生証の提示が必要になります。 
懇親会参加費： 5,000 円 
参加申込：  JACS Web サイト（http://www.jacs.gr.jp/）、ハガキ、FAX で受け付けております。 
参加申込締切： 11 月 14 日（金）必着 
 
 

〔第 1 日目〕 
9:55 - 10:00  開会の辞 

10:00 - 11:10  統一論題基調報告 

11:20 - 12:30  統一論題シンポジウム 

12:30 - 14:00  昼食休憩 （役員会） 

14:00 - 16:20  JACS-SPSS 

      論文プロポーザル賞 

16:30 - 17:00  自由論題研究報告Ⅰ 

17:10 - 18:20  会員総会 

18:30 –    懇親会 

 

 

〔第 2 日目〕 
9:30 - 12:30  自由論題研究報告Ⅱ  

12:30 - 12:35  閉会の辞 

12:40 - 14:00  （編集会議）

第 37 回 消費者行動研究コンファレンスの概要 

＜統一論題＞ 

消費者行動研究におけるリアリティの捉え方 
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去る 2008 年 6 月 28 日、29 日の両日、株式会社アサツー ディ・ケイにおいて、第 36 回消費者行動

研究コンファレンスが開催されました。 

過去最多（！）となる参加者が集結した今回のコンファレンスでは、1 日目と 2 日目午前に配置された

自由論題研究報告において、計 34 にもおよぶ研究報告がなされました。報告者も報告内容もバラエテ

ィが豊富であり、会員が自由に研究を発表し討論できる、という環境が整ってきたことを実感させられる

プログラムでした。 

また、2 日目午後に開催されたシンポジウムでは、いま各方面で注目を集めつつあるニューロ・マー

ケティングをテーマとして、高橋英彦氏（独立行政法人放射線医学研究所）による刺激的な招待講演を

もとに、指定討論者やフロアからの意見・質問を交えながら、新しい研究や実践の方向性を探るような

非常に活発な議論が展開されました。 

 
 
 
 
 
 

日本消費者行動研究学会では、SPSS 社のご協力を受け、若手研究者の研究支援ならびに学会の

研究促進を目的とした JACS-SPSS 論文プロポーザル賞を設けており、今秋のコンファレンスで第 8 回

を迎えます。 

そしてこの度、春のコンファレンスで開催された会員総会において、学会賞に関する規定が新しく定めら

れ、学会賞を新設・整備することによって、学会の更なる発展を目指すこととなりました。これにより、

JACS の学会賞は次の 3 種類となります。 

 

①日本消費者行動研究学会優秀論文賞 

前年度の『消費者行動研究』に掲載された論文の中から、特に優れた論文を選定するものです。 

 

②日本消費者行動研究学会研究奨励賞（青木幸弘賞） 

40 歳未満の学会員を対象に、前年度の『消費者行動研究』に掲載された論文の中から、将来の

研究の発展が期待される論文を選定するものです。 

 

③JACS-SPSS 論文プロポーザル賞 

大学院修士課程在学中または修了後 5 年以内の学術会員を対象にした賞です。既に完了した研

究ではなく、これから行われる研究に関するプロポーザルをコンファレンスで発表し、それを評価

対象とします。今秋のコンファレンスでは、次の 7 名による発表が行なわれます。 

 

道家瑠見子（一橋大学大学院） 
峯淳子（学習院大学大学院） 
高橋広行（関西学院大学大学院） 
三宅裕也（京都工芸繊維大学大学院） 

兼子良久（学習院大学大学院） 
岩倉由貴（東北大学大学院） 
森岡耕作（慶應義塾大学大学院） 

 

第 36 回 消費者行動研究コンファレンス 開催報告 

＜統一論題＞ニューロ・マーケティングの可能性を探る 

JACS の学会賞が新設・整備されました！ 
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2008 年 6 月 28 日に開催されました役員会での審議を経て、同日開催された会員総会において、2007
年度の決算報告および 2008 年度の予算案が下記のとおり承認・決定されました。ここにご報告いたします。 
 

2007 年度決算報告 2008 年度予算案 

〔収入の部〕   〔収入の部〕   

1．会費収入 （2007 年度分） 5,106,000 円 1．会費収入 （2008 年度分）* 5,960,000 円

   学術会員 2,530,000 円    学術会員 3,560,000 円

   学術学生会員 315,000 円    学術学生会員 465,000 円

   個人賛助会員 205,000 円    個人賛助会員 285,000 円

   法人賛助会員 1,450,000 円    法人賛助会員 1,650,000 円

   滞納分 606,000 円    滞納分 0 円

2．論文集販売 149,760 円 2．論文集販売 0 円

3．前年度繰越金 12,121,513 円 3．前年度繰越金 14,493,328 円

合計 17,377,273 円 合計 20,453,328 円

  * 2008 年 3 月 31 日現在の会員数より算出

    

〔支出の部〕   〔支出の部〕   

1．印刷費 223,200 円 1．印刷費 300,000 円

   ニューズレター 27,900 円    ニューズレター 50,000 円

   会員名簿 195,300 円    会員名簿 250,000 円

2．事務費 2,660,745 円 2．事務費 4,050,000 円

   論文集印刷・発送一式 1,661,810 円    論文集印刷・発送一式 3,000,000 円

   通信費 226,100 円    通信費 400,000 円

   コンファレンス開催校補助費 200,000 円    Web ホスティングサービス利用費 100,000 円

   ワークショップ補助費 200,000 円    ホームページ英訳･リニューアル費 150,000 円

   Web ホスティングサービス利用費 44,940 円    その他経費 400,000 円

   ホームページ英訳･リニューアル費 0 円 3．事業運営費 2,050,000 円

   その他経費 327,895 円    コンファレンス開催費（開催校補助） 200,000 円

3．次年度繰越金（論文集作成費他） 14,493,328 円    学会誌作成費（査読謝礼費） 450,000 円

   国際交流事業費 1,000,000 円
合計 17,377,273 円

   ワークショップ開催費（開催補助費） 400,000 円

  4．次年度繰越金（論文集作成費他） 14,053,328 円

  

  
合計 20,453,328 円

上記の通り報告いたします。 
事務局担当理事  新倉 貴士 印 

上記の報告を適正なものと認めます。 
監  事    桑原 武夫 印 

 
 

2007 年度決算報告および 2008 年度予算案 
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学会費の「銀行振込み」についてのお願い 

学会費の銀行振込みについて、ＪＡＣＳ事務局

よりお願いがあります。「銀行振込」をご利用の場

合、大学名や企業名などの「組織名」から入力さ

れますと、振り込みました「個人名」が特定できな

いというケースが出てきます。「銀行振込」の際に

は、必ず「個人名」から記入していただきますよう、

ご協力をお願い致します。 
 

ご所属・ご住所の変更についてのお願い 

ご所属やご住所が変更となる際には、必ず

JACS 事務局へご連絡ください。就職や異動など

の慌しさが一段落したらで結構ですので、お手数

ではございますがよろしくお願い致します。 
また、「郵便局の振込用紙」に変更箇所を明

記いただく方がおりますが、手続上、データベー

スの修正は年度末となってしまいます。変更の

ご連絡は、下記 JACS 事務局までお願い致しま

す。なおホームページからもお手続きいただけま

すので、ご活用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入会員の募集について 

本学会への入会を希望される方は、ホームペ

ージから入会申込書をダウンロードいただくか、

下記に必要事項を記入の上、事務局まで FAX・

郵便・e-mail 等でお送り下さい。折り返し、入会

申込書等をお送りいたします。 
 
 
●入会資格 

[学術会員] 
消費者行動の研究・教育に従事する大学の
専任教員、大学院在籍者（在籍経験者を含
む）、およびそれに準ずる者（文部省が学術研
究団体と認める学会の正会員、大学の非常
勤講師としての教暦を有する者、等）。但し、
学術会員 2 名の推薦が必要。 
 

[賛助会員] 

本学会の趣旨に賛同する法人および個人。 
 
 

●年会費 
[学術会員] 10,000 円 

（但し大学院生は 5,000 円に減免） 
[賛助会員] 個人会員 1 口  5,000 円 

法人会員 1 口 50,000 円 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

会員案内（入会申込書）の送付を希望します。  （ □ 学術会員    □ 賛助会員 ） 
 

お名前：  ご所属機関：  

住所： 
〒 
 
 
 

TEL：  FAX：  

e-mail：  

 

●JACS 事務局のご案内●  

（事務局）  〒662－8501 西宮市上ヶ原1-1-155 
関西学院大学商学部 マーケティング研究室  （新倉貴士） 
TEL: 0798-54-6444  FAX: 0798-51-0903  Email: tniikura@kwansei.ac.jp 

 
（事務取扱） 〒150－0012 東京都渋谷区広尾 1-1-39 恵比寿プライムスクェアタワー10F （SPSS 内） 

TEL: 03-5466-5520  FAX: 03-5466-5528  Email: jacs@jacs.gr.jp 
 

＜JACS Website＞    http://www.jacs.gr.jp/ 


